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今
年
も
10
月
１
日
か
ら
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
が
全
国
一
斉
に
始
ま
り
ま
し
た
。
本
会
で

は
運
動
初
日
に
、
に
い
み
プ
ラ
ザ
と
サ
ン
パ
ー

ク
新
見
で
街
頭
募
金
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
街
頭
募
金
に
は
、
新
見
第
一
中
学
校
・
新
見

南
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
や
、
思
誠
地
区
・

美
郷
地
区
の
民
生
委
員
・
主
任
児
童
委
員
の

皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
中
学

生
の
元
気
な
呼
び
か
け
に
、
多
く
の
方
が
足
を

止
め
、
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
12
月
末
ま
で

続
き
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

　実
施
中
！

ピオーラちゃん

社
協
は
、
地
域
福
祉

（
助
け
合
い
の
地
域
づ
く
り
）に

　
　
取
り
組
む
団
体
で
す
！



TOPICS 9・10月のできごと
トピックス

　
災
害
時
の
被
災
者
支
援
活
動
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

９
月
11
日
に
開
催
し
、
関
心
の
あ
る
方
や
市
内
企
業
に
勤
務
す
る
方

な
ど
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
全
国
的
に
被
災
者
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
る
「
日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
山
下
弘
彦
さ
ん
に
よ

る
講
義
を
通
じ
て
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
役
割
や
被
災
者
支
援
の
重
要
性
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
本
会
で
は
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
個
人
・

団
体
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
成
年
後
見
制
度
の
普
及
を
目
的
と
し

て
９
月
８
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
司
法
書
士
の
鈴
木

優
介
さ
ん
に
よ
る
制
度
の
説
明
に
加

え
、
市
民
後
見
人
の
村
上
公
江
さ
ん
が

日
々
の
活
動
や
や
り
が
い
に
つ
い
て
発

表
さ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
成
年

後
見
制
度
や
後
見
人
の
役
割
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

に
い
み
権
利
擁
護
推
進
セ
ミ
ナ
ー

　
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
、
９
月
28
日
に
お
お
さ
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
岡
山
県
立
大
学
の
井
村

圭
壯
名
誉
教
授
の
講
話
で
、
元
気
に
歳

を
重
ね
る
秘
訣
を
学
び
、
心
地
よ
い
ス

ト
レ
ッ
チ
も
体
験
し
、
心
も
体
も
元
気

に
な
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

大
佐
地
域
福
祉
研
修
会
「
お
互
い
さ
ま
研
修
会
」

　
助
け
合
い
の
地
域
づ
く
り
を
目
的
に
、

10
月
３
日
に
開
催
し
、
地
域
運
営
組
織

や
地
区
社
協
の
役
員
の
方
な
ど
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
美
作
大
学
の
堀
川
涼
子

教
授
に
よ
る
地
域
活
動
の
大
切
さ
に
関

す
る
講
話
を
受
講
し
た
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
各
地
区
の
活
動
内
容
な
ど

に
つ
い
て
活
発
に
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

小
地
域
ケ
ア
会
議
全
体
会
・
地
区
社
協
情
報
交
換
会
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「ぴおーらキッチン」は、おいしいお昼ごはんと楽しいプログラムで
ホッとくつろげる居場所です！皆さまお気軽にお越しください！

もちつき、けんちん汁
ぜんざい

バルーンアート、ボードゲーム
わたがし、フライドポテト

（地域食堂）

あったかごはんで元気になろう！

ぴおーらキッチン

フリースペース

参加費無料・入場自由

と　き

ところ

12月13日（土）  11時～14 時
新見市地域福祉センター

ぴ お ー ら 食 堂

お餅はつきたてでおいしいよ♪

（新見市社会福祉協議会  本所）

地域運営組織が新たに設立されました
　
哲
西
町
畑
木
地
区
で
、

地
域
運
営
組
織
「
あ
っ
た

か
畑
木
」
が
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。

　
地
域
運
営
組
織
は
、
新

見
市
版
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
地
域
独

自
の
課
題
解
決
や
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
住
民
主

体
の
組
織
で
す
。

　
あ
っ
た
か
畑
木
で
は
、

住
民
同
士
が
支
え
合
い
な

が
ら
元
気
に
暮
ら
せ
る
地

域
を
目
指
し
て
、
新
た
な

活
動
や
つ
な
が
り
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
社
協
で
は
、
地
域
運
営

組
織
設
立
後
も
地
域
福
祉

の
推
進
に
向
け
て
、
各
組

織
の
福
祉
部
会
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
、
地
域
で
の

支
え
合
い
活
動
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■設　立：令和７年７月６日
■代　表：櫟木　日出美　会長
■目指す将来像
　『あったかい畑木地区
　　　～ぼちぼちしようや～』

あったか畑木
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参加者の感想参加者の感想

　夏ボラは、福祉施設などでのボランティア
体験を通じて、社会福祉への理解を深めると
ともに、様々な出会いの中から、新しい発見や
「共に生きていく」視点について考える機会を
提供することを目的としています。
　今年度は、60人の中高生の参加があり、夏
休み期間中に市内の15 か所の福祉施設などで
それぞれのボランティア活動を行いました。

　夏ボラ参加者は、活動前と活動後に研修会
に参加します。
　７月12日の事前研修会では、ボランティア
活動上の注意事項や心構えを確認し、それぞ
れ活動を通して学びたいことや頑張りたいこと
などの目標を立てました。
　８月 23日の事後研修会では、活動を振り
返り、参加者同士で共有し、学びや気付きを
さらに深めました。

●体験をしていくにつれ、認知症の人、耳が聞こえにくい人など一人ひとり違いがあり、
　話し方など、相手によって気をつけることを把握して接することが大切だと気づくこ
　とができた。
●夏ボラを通して、人の助けになることのうれしさを学ぶことができた。 これからも身
　の回りの小さなことからボランティアを続けたい。
●障がい者の方と関わる上で、その方の特性を理解し、
　自分から積極的にコミュニケーションを取ることが大切
　だと感じた。

　福祉教育とは、身の回りの人々や地域との関わりを通して、そこにどのような課題があるかを
学び、解決する方法を考え、行動する力を養うことで、「ともに生きる力」を育むことを目的
とするものです。
　本会では、新見市の未来を担う子どもたちに、福祉教育を通じて、「ともに育ち、ともに生き
るための福祉の心」を育んでいけるよう、小学生に「ちょボラ」、中学生・高校生に「夏のボランティ
ア体験（夏ボラ）」の機会を提供しています。

　本会では、市民の皆さんのご希望に応じて、福祉について学べる講座や体験の機会を「出前
福祉教室」として提供しています。

　今年度は、野馳小学校（3・4 年生）、思誠小学校（4年生）、新見南小学校（4年生）で出前福
祉教室を実施し、車いすの使い方や高齢者疑似体験、心のバリアフリーなどに関する授業を
行いました。
　児童の皆さんは、それぞれの体験を通して、相手を思いやり、手を差し伸べる気持ちの大切
さを学びました。

　『ちょボラ（ちょっとしたボランティア）』は、普段の生活の中で「ちょっとしたこと」に
「やさしさ」と「思いやり」をもって取り組み、親子でボランティアについて考える活動です。

各学校では事前学習として“ちょボラノート”を活用し、
地域でできる『ちょボラ』について考えます。

全世代を対象に福祉教育に取り組んでいます

新見市の福祉意識の向上に向けて
市内全小学校で「ちょボラ」取組中！

夏のボランティア体験（夏ボラ）

出前福祉教室を実施しました！

車いすでカーブを
曲がるって

コツがいるなぁ

車いすで段差を
乗り越えるって

力が必要なんだなぁ

介助してもらうときに、
声をかけてもらえると、

安心できるなぁ

手が届かない物を
掴むときに使うよ★

車いすを使って生活して
いる方に来ていただき、
車や便利グッズなどを
見せていただきました。

細かい作業が
難しくなるんだ

ちょボラに取り組む子どもたち

車いすを開くときは
指を挟まないように！
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　今年も 12 月 1 日から「歳末たすけあい募金運動」を実施します。
　市民の皆さまから寄せられた善意の募金は、下記の歳末たすけあい
訪問などの財源として役立てられるほか、ぴおーらキッチン（P3参照）
などの歳末の福祉活動などにも役立てられます。
　皆さまのあたたかいご協力をよろしくお願いします。

　歳末たすけあい訪問は、高齢者や重度心身障がいがある人などが明るい正月を迎えられるよ
うに、歳末に民生委員・主任児童委員が訪問し、歳末たすけあい募金を財源とした訪問金を
お届けする活動です。
　今年も下記のとおり歳末訪問を行います。一部申請が必要な場合がありますので、ご確認
ください。

「歳末たすけあい募金」に
　　　　ご協力をお願いします！！

歳末たすけあい訪問の申請が始まりました

募金箱

■
申
請
が
不
要
な
人
・
世
帯

　
　
80
歳
以
上
（
昭
和
21
年
４
月
１
日

　
以
前
生
ま
れ
）
の
一
人
暮
ら
し
高
齢

　
者
・
高
齢
者
の
み
の
世
帯

■
申
請
が
必
要
な
人
・
世
帯

　
①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
療
育
手
帳

　
　
Ａ
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

　
　
手
帳
１
級
を
所
持
す
る
人
で
、　

　
　
市
県
民
税
が
非
課
税
の
人

　
②
準
要
保
護
児
童
生
徒
の
い
る
世
帯

・
本
会
本
所
・
各
支
所
へ
の
来
所
ま
た
は

　
郵
送
に
よ
り
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
療
育
手
帳

　
Ａ
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

　
手
帳
１
級
を
所
持
す
る
人
は
、
該
当

　
の
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
４
日（
火
）か
ら
21
日（
金
）ま
で

※

郵
送
の
場
合
は
、
11
月
21
日（
金
）必
着

１
世
帯
３
０
０
０
円

※

複
数
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
も
同
様

　
12
月
中
下
旬
に
担
当
地
区
の
民
生
委

員
・
主
任
児
童
委
員
が
訪
問
し
て
、
訪

問
金
を
お
届
け
し
ま
す
。

※

訪
問
期
間
中
に
施
設
入
所
や
入
院
を

　
さ
れ
て
い
る
場
合
は
お
届
け
で
き
ま

　
せ
ん
。

　
そ
の
他
詳
し
い
内
容
は
、
地
域
福
祉

推
進
課
（
☎
７
２‒

７
３
０
６
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

歳
末
訪
問
対
象
者

申
請
方
法 

申
請
期
間

歳
末
訪
問
金
の
金
額

歳
末
訪
問
期
間
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身近な福祉施設のこと知っていますか？
～「社会福祉セミナー」のご案内～

各センターでは、相談者の困りごとや不安に思っていることなどを聞き、
専門職や関係機関と連携して必要な支援を行います。

♦家計改善支援：家計の立て直しなどの支援

♦就 労 支 援：仕事さがしのお手伝い

♦緊 急 支 援：食料などの一時支援

新見市生活相談支援センター
生活
困窮

♦成年後見制度に関する相談

・制度の概要、申立の方法

・申立書作成についての助言など

新見市成年後見相談センター
権利
擁護

　本会では「新見市生活相談支援センター」と「新見市成年後見相談センター」を中心に、
あらゆる相談に応じ、断らない、そして相談者に寄り添ったきめ細やかな相談支援を行っています。

　市内の高齢者や障がい者の福祉施設は、多くは「社会福祉法人」として利用者や地域の方が
安心して暮らせるよう、日常生活の支援や地域への貢献活動などを行っています。

　新見市社会福祉法人連絡協議会では、より多くの人に福祉施設の現状や取り組みを知っていただ
くため研修会を開催します。皆さん、お気軽にご参加ください。

新見市社会福祉協議会（新見市金谷 640-1　新見市地域福祉センター内）　　　　　

●新見市生活相談支援センター　電話 0867-88-6588
●新見市成年後見相談センター　電話 0867-72-7306
　　　　　 月曜日～金曜日　9:00～17:00
　　　　　　 （土・日・祝祭日を除く）
受付時間

ご
相
談
は
こ
ち
ら
へ

※予約先  ☎72-7306  地域福祉推進課

11 月19日（水）
12月17日（水）

10：00～15：00
10：00～15：00

心配ごと相談 場所：新見市役所南庁舎

相談会を開催します
新見市地域
福祉センター場所：法律相談（要予約）

11 月19日（水）

12月17日（水）

9：00～12：00

9：00～12：00

相談無料
秘密厳守

お
気
軽
に

　ご
相
談
く
だ
さ
い

相談窓口のお知らせ

新見市社会福祉法人
連絡協議会

●日　程：  11月21日（金）13：30～ 15：30
●会　場：  新見市地域福祉センター

●内　容：  ①「外国人介護人材を受け入れて」
　　　　　　  講師：特別養護老人ホーム　おおさ苑　　施設長 　 小川修司　氏

　　　　　②「洗口剤を用いた拭き取りケアによる肺炎予防への取組」
　　　　　　  講師：特別養護老人ホーム　ゆずり葉　　リーダー　杉本直人　氏

●申し込み先：  ☎0867-72-7306　新見市社会福祉協議会
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ご寄付ありがとうごご寄付ありがとうござざいました。いました。
　令和７年 8月１日から 9月30日までに、本会に寄せられたご寄付について報告します。　令和７年 8月１日から 9月30日までに、本会に寄せられたご寄付について報告します。
（敬称略・順不同）（敬称略・順不同）

ピオーラカフェ開催のお知らせ

期　日：11月26日（水）
　　　　13:30 ～15:30

場　所：新見市地域福祉センター

内　容：・訪問看護師による役に立つお話！

　　　　・フラダンスで楽しく認知症予防

参加費：200円（申し込み不要）

新見市社会福祉協議会 職員募集のお知らせ
職種

募集
要件

募集
期間

試験

問い合わせ先

事務職　若干名（令和８年４月１日採用）
①35歳以下の人（令和８年4月1日時点）
②普通自動車運転免許証を有する人
※①②を満たす人。取得見込可。

令和７年11月４日～令和7年12月19日

総務課（72-7306）

令和８年１月18日（日）
新見市地域福祉センター（ほか２次試験あり）

本会本所・各支所窓口またはホームページで
「職員募集要項」を確認の上、応募ください。
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業
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食
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等
の
寄
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前
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五
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、
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見
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明
、
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、
社
会
福
祉

法
人
神
郷
の
園
ほ
か
5
人

29
点
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